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昼
も
夜
も
動
き
続
け
る

　

総
合
防
災
拠
点
が
運
用
開
始

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　

今
ま
で
市
役
所
隣
に
あ
っ
た
消

防
署
は
老
朽
化
が
激
し
く
、
市
民

の
安
全
を
守
る
た
め
、
新
し
い
消

防
署
の
建
設
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成　

年
度
か
ら
消

１９

防
署
の
建
設
に
着
手
し
て
き
ま
し

た
。
２
年
間
続
い
た
建
設
工
事
も

こ
と
し
の
３
月
に
終
了
し
、
３
月

２
日
か
ら
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

と
し
て
運
用
を
始
め
ま
し
た
。
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市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
が
、
国
道　

号
恵
那
大
橋
下
流
の
阿
木

１９

川
沿
い
に
完
成
し
、
３
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
て
の
こ
の
施
設
は
、
消
防
救
急
業

務
を
行
う
消
防
本
部
と
、
災
害
や
防
災
を
学
ぶ
防
災
セ
ン
タ
ー
の

２
つ
の
機
能
を
併
せ
持
つ
市
の
総
合
防
災
拠
点
で
す
。

　

今
回
は
、
新
し
く
完
成
し
た
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
総
務
課�
２
６
―
０
１
１
９

０１

０３０４
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総
工
費
は　

億
６
８
０
０
万

１２

円
。
１
、
２
階
部
分
は
消
防
本
部

と
し
て
使
わ
れ
、
３
階
は
防
災
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
市
民
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
階
の
防
災
セ
ン
タ
ー
に
は
、

市
民
が
災
害
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
非

常
持
ち
出
し
品
な
ど
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
が
常
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
体
験
車
「
震
ち
ゃ

ん
」
も
、
３
月
の
完
成
に
合
わ
せ
、

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
体
験
車
は
、

震
度
１
〜
７
ま
で
の
揺
れ
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
、
東
海
地
震
な

ど
の
揺
れ
を
再
現
で
き
ま
す
。
こ

の
車
両
は
、
市
民
の
防
災
意
識
向

上
の
た
め
、
学
校
や
各
地
域
の
防

災
活
動
な
ど
に
貸
し
出
し
を
し
て

い
ま
す
。

　

敷
地
内
に
は
、
訓
練
塔
も
併
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
消

防
署
員
が
、
高
層
建
物
の
救
助
や

消
火
訓
練
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
市
内
に
は
、
高
さ
の
あ
る
ア

パ
ー
ト
や
ビ
ル
が
増
え
て
き
て
お

り
、
高
所
や
低
所
か
ら
の
救
助
訓

練
な
ど
の
重
要
性
が
増
し
て
き
て

い
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー

の
各
フ
ロ
ア
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。

０１アパートでの火事を想定した救助訓
練。訓練塔では、消防署員が本格的な
訓練を行う。装備しているボンベや防
火衣などの総重量は約３０�。０２ロープ
を駆使して高所から低所へ救出作業に
向かう訓練。０３消防防災センターでは
防火意識向上のため施設見学や消火器
訓練などができる。０４阿木川公園から
見た消防防災センター。０５すばやく防
火衣を着る署員。緊急出動指令の発生
時に備え、着用の練習もしている。 ０５

０２
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１
階
は
主
に
、
車
庫
と
な
っ

て
い
ま
す
。
消
防
車
２
台
、
水

槽
車
１
台
、
工
作
車
１
台
、
救

急
車
２
台
、
地
震
体
験
車
１
台

が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
朝
、
器
具
や
車
両
の
点

検
、
動
作
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て

い
ま
す
。
入
念
な
点
検
が
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
迅
速
な
対
応

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

２
階
に
は
、
事
務
所
と
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１
１
９

番
通
報
の
受
付
か
ら
、
災
害
活
動

終
了
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
災
害
業
務

を
統
括
し
ま
す
。
災
害
地
点
の
確

定
、
出
動
車
両
や
部
隊
の
自
動
編

成
、
出
動
指
令
な
ど
、
す
べ
て
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
制
御
し

て
い
ま
す
。

　

恵
那
消
防
署
、
岩
村
消
防
署
、

明
智
消
防
署
、
上
矢
作
分
署
、
市

内
す
べ
て
の
消
防
署
へ
の
出
動
指

令
は
こ
こ
か
ら
出
し
ま
す
。
災
害

や
救
急
の
情
報
を
総
括
し
、
市
内

の
出
動
要
請
が
重
な
っ
た
場
合
で

も
、
効
率
よ
く
迅
速
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
指
令
セ
ン
タ
ー
は
、
常
に

複
数
人
体
制
で
待
機
し
て
お
り
、

　

時
間
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ

２４て
い
ま
す
。

市
内
の
救
急
、火
災

情
報
を
統
括
。

消
防
組
織
の
頭
脳
。

待
機
す
る
車
両
。

毎
日
の
点
検
が
安
心

を
支
え
る
。

０１毎朝行われている車両点検。夜の出動に
必要なライトの動作チェック０２器具の一つ
一つを点検。写真の器具はシャッターなど
も切ることができるエンジンカッター。０３
車両の点検を終え、異常無しの報告をする。

▲最先端の通信技術を駆使した消防指令センター

０１

０２

０３

5　2009.5.1

　

３
階
に
は
、
防
災
展
示
コ
ー

ナ
ー
や
会
議
な
ど
が
行
え
る
防
災

研
修
室
が
あ
り
、
地
震
の
仕
組
み

や
防
災
の
方
法
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
は
市
民
が
利
用
す
る
フ
ロ

ア
で
、
学
校
の
授
業
で
災
害
に
つ

い
て
勉
強
し
た
り
、
自
治
会
単
位

で
防
災
力
を
高
め
る
た
め
の
研
修

を
し
た
り
で
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
活

用
が
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

見
学
や
研
修
に
は
、
防
災
対
策

課
へ
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

防
災
対
策
課

（
内
線
３
１
７
）

災害を知り、
防災を学ぶ。

０１転倒防止をしていない家具が地震のときどうなるかを示す展示。０２家具
転倒防止の具体的な方法を学ぶことができる。説明者は市民で組織する防
災研究会の加藤さん。０３市内の活断層から地震を予測し、震度の伝わり方
を見ることができる。０４ゲーム形式で災害時の避難を体験できる。０５地震
と共に起きる液状化の現象と仕組みを学ぶことができる液状化実験装置。

０１

０２

０３

０４

０５
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緊
急
性
が
な
い
の
に
、
救

急
車
を
利
用
す
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
本
当
に

必
要
な
人
を
待
た
せ
る
心
配

も
出
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
市
内
の
救
急
出
動

回
数
は
１
９
２
３
回
。

　

皆
さ
ん
自
身
の
安
心
の
た

め
に
、
救
急
車
の
適
正
な
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

１１９番は、まず指令セン
ターにつながる。

通報と同時に位置情報を画面に表示。通
報内容から災害種別などを決定し、シス
テムが自動で車両編成を行い、出動指令
を出す。

出動指令後、即座に防火
衣を着用。

詳細な位置情報と災害情報を確認後、必
要な装備を準備し、車両に向かう。

出動指令から約１分で車
両に乗り込む。

１
１
９
番
か
ら
の

お
願
い

１
秒
に
救
わ
れ
る

命
が
あ
り
ま
す
。

救
急
車
は
本
当
に

必
要
な
時
に
。

１７９

昨年の救急出動回数と火災発生件数

１５２

６

１１

１月 ２月 ３月

６

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月

５
２ ２ ２ ２

４

０ １

６

救急出動回数 火災発生件数

１４９ １５３
１６０

１３１

１５７ １５５ １６２

１８８ １７９

１５８

２００回

１５０回

１０件

５件

7　2009.5.1

　

使
命
は
、
１
分
で
も
１
秒
で
も

早
く
現
場
に
到
着
し
、
救
助
活

動
、
消
火
活
動
を
行
う
こ
と
。

　

真
夜
中
の
通
報
に
も
素
早
く
対

応
す
る
た
め
、
仮
眠
室
か
ら
は
、

直
線
の
廊
下
で
出
動
準
備
室
と
結

ば
れ
て
い
ま
す
。
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
は
、
出
動
を
最
優
先
に
考
え

た
シ
ン
プ
ル
な
構
造
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

最
先
端
の
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム

は
、
通
報
と
同
時
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
即
座
に
情
報
処
理
を
行
い

ま
す
。
緊
急
時
の
車
両
編
成
や
部

隊
編
成
、
出
動
指
令
な
ど
、
市
内

の
災
害
状
況
や
緊
急
要
請
を
す
べ

て
統
括
し
、
効
率
的
で
効
果
的
な

運
用
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
災
害
情
報
の
一
元
化
に

よ
り
、
通
報
か
ら
、
出
動
に
至
る

ま
で
の
時
間
を
最
大
限
に
短
縮

し
、
速
や
か
に
対
応
で
き
る
初
動

体
制
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
、
災
害
や
防
災
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
も
あ

り
、
ま
さ
に
市
の
消
防
防
災
の
拠

点
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
拠
点
施
設
を
市
民
と
共
に

活
用
し
、
災
害
に
強
く
、
安
心
で

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。


